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落差が少なくなった.それと共に，踏切1歩前
の支持期後半のキックを抑え，踏切までの非支
持局面を減少させることでよりすばやい踏切動
作が可能となり，踏切時のブレーキロスを最小
限に抑え，より高い鉛直速度を得る「２歩かけ
あがり」と呼ばれる技術がより強調されたと言
える。
また，踏切接地時では腰．膝ともPre全助走
より伸展して接地され，踏切中のピストン系の
動作が抑えられても踏切前半局面で重心高を急
激に高めていた。また，この踏切前半局面では
水平速度の減少は少ないが，鉛直速度の増大は
大きく，牽引試技では，踏切時の鉛直速度の増
大がより身体の起こし回転に依存することが示
唆された。
3）Post全助走跳躍においても，上述した２歩か
け上がりの技術が強調され,踏切時間は減少し，
踏切離地時の鉛直速度の増大がなされた。特に
実験，では，跳躍距離，助走速度共にPre全助
走を上回り，牽引跳躍を行うことによるプラス
の即時効果が認められた。
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